
カラダを動かしたら、スッキリした ! ！
そんな体験ありませんか？
足が悪くても、車椅子でも、耳が遠くても大丈夫
障がいがあっても、自分にあわせてカラダを動かすことができます

型が決められた体操やダンスをするのではありません
自分のために自由に「動く＝ダンス」をします

カラダが動けば、ココロもうごきます
自分と相談しながら、カラダとキモチを整えます

カラダを動かした後は、精神病院で勤務する
医師、療法士のわたしたちがお話を伺います
動きやすい服装でご参加下さい

2月 21日（火）
舞原仮設住宅集会所　
14：00〜どなたでも　
16：00〜こども中心　

　
　　　

ファシリテーター
■平山　久美　舞踊療法士 /認定ダンス・セラピスト /舞踊家 /日本ダンス・セラピー協会理事
　　　　　　　（医療法人杏和会 阪南病院　他）
■長谷川博文　精神科医 /小児科医 /舞踊療法士 / ロックダンサー
　　　　　　　（医療法人杏和会 阪南病院　他）
■岩田　悠希　精神科医師 /舞踊療法士 /日本ダンス・セラピー協会理事
　　　　　　　（のぞえ総合心療病院）

Japan Dance Therapy Association
日本ダンス・セラピー協会 梅田忠之記念基金助成事業　
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2月 23日（木）
塚原仮設住宅集会所　

10：00〜12：00どなたでも　
　　　　　　　　　　参加費　無料

DMT 熊本被災地支援プロジェクト

共催： ワッカラボ LLC



DANCE  MOVEMENT  THERAPY

ダンス／ムーヴメントセラピーって？　 目的

意義・効果

DMT 

日本では通称、ダンスセラピーと言われることが多く、海外では
Expressive Therapy （表現療法）とも、 Dance/Movement 
Therapyとも言われます。 主にダンスや動き、ドラマなど身体を
扱い表現する活動を用いた芸術療法で、身体の動きを通して精
神的治療を行い、医療現場でも利用される精神療法です。
身体から身体へ動きを通して自身や相手に働きかけ、内省や対
人関係の変容を目指します。  身体表現には、音楽、ダンス、ムー
ヴメント、ドラマプレイ、など様々な芸術分野がありますがどれ
かひとつに限定するのではなく、コミュニケーションとして「身体
表現」をフレキシブルに扱い、「言語」ではなく「身体言語」を汲
み取る。　それが、ダンス／ムーヴメントセラピーです。

こころと身体は別々のものではありません。 
近年の神経科学（脳科学）研究では、身体と脳の密接な関わりにつ
いて発表が多々見られるようになりました。
身体を動かすことは、自分自身を認識し、自助能力を発見する最良
の方法です。例えば、心が病んでいれば身体も歪みます。身体が発
汗して体温の調節を自然に行うように、  心=脳もまた「自然治癒能
力」を持っています。  その力を導きだすのは、他でもなく「自分自
身」であり、自身の実存である「身体」であるのです。
身体と向き合きあい、自身を知ることで、障害を癒すことを目的に
行われます。

ダンス／ムーヴメントセラピーの特徴は「身体」を扱うことです。　運動療法で扱う生理的・物質的な体を「肉体」と呼ぶなら、「身体」はそれ
に加えて自分の身体のイメージ（身体像）や、自分としての体 “身体自我” などからなる総合概念です。　身体を通して非言語的交流を行う
ので、情動の活性化がしやすく、治療的介入を行いやすくなります。　攻撃的、防衛的などの個人の性格や、対人関係のあり方は、姿勢やし
ぐさ、歩き方、背中のこわばりなどに現れるため、身体を見れば彼らの普段のあり方がわかり、身体をほぐせば緊張は低下します。

健常者をはじめとし、高齢者、心身障害者、等々が皆同じく「自分の身体で生きる」ことこそが、治療的意義や効果をもたらします。
セッションの中では、「自己と関わる」ことと「他者と関わること」という二つの過程が同時に進行します。　身体表現を通して内省を深め、他
者との身体的関与によって対人関係が変わり、　原始的なコミュニケーションを実感する事でしょう。

【新聞掲載】　　医療法人阪南病院　ダンス/ムーヴメントセラピー　読売新聞《全国版》　2015年1月15日


